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各学年から発表した目標
◎1年生・・・「きまりをまもって、あんぜんにたのしくぷうるをしよう」
◎2年生・・・「たのしくまじめにとりくもう」
◎3年生・・・「みんなで楽しく安全におよごう」
◎4年生・・・「あきらめず最後まで泳ごう」
◎5年生・・・「安全面に気をつけてあきらめずに泳ごう」
◎6年生・・・「上手になるより楽しもう」

今週（6/12～）の生活目標は「あいさつ・おもいやり名人になろう」です。また、あいさつ週間
にもなっているので、学年ごとに日替わりで朝玄関ホールに集まり、運動場から帰ってくる友だちに
元気よくあいさつをしています。
子どもたちは、「あいさつ・おもいやり名人」になるため、以下の4点に気をつけて頑張っていま

す。①相手に伝わる声で、あいさつをする。②相手の目を見て、あいさつをする。③「さん」をつけ
て、友だちを呼ぶ。④友だちに進んで声をかける。
これらのことを心掛けると、さらに気持ちがよく、みんな元気になれます。あいさつがたくさん交

わされる「あいさつがいっぱいの学校」になればと思っています。 【校長室より】

「あいさつがいっぱいの学校」

５月２６日（金）１年生から６年生と教職員でプール掃除をしました。子どもたちの頑張りのおかげで
プールはとてもきれいになりました。みなさん、ありがとう！
プール開き当日、天気は曇り空でしたが、みんなこの日をとても楽しみにしていたようでした。各学年

から目標が発表され、担当の教員より「水泳の授業でけがや事故がないように」と話をしました。そして
、最後にみんなでプールに手をつけ、「よろしくね」とプールと握手をしました。これからみなさんが立
てた目標に向かって頑張ってほしいと思います。

◎班のみんなと協力したり、進んで動いたりすることができて楽しかった。
◎お小遣いをしっかりと考えながら計画的に使えた。
◎2日目は雨だったけど、みんなで協力して楽しい旅行になったと思う。
◎清水寺では、たくさんの人がいる中で班をまとめることができた。
◎清水坂など、人の多い所は先頭の人にすばやく追いつけたけど、ガイドさんの話は途中あまり聞け
なかった。
◎人には迷惑をかけなかったし、みんなが楽しめるように行動したり、お金を計画どおりに使えたり
できたからよかった。この経験を日々の生活に活かしていきたい。

修学旅行のしおり「自分のめあての反省」より抜粋

5月18日（木）～19日（金）「修学旅行」、楽しかったですね！！

前回は「大雨警報・洪水警報が発令され、田地子川が氾濫する恐れが
出た」という想定で、建部認定こども園の園児とともに本校北館２階・
３階に避難しました。今回は火災を想定した訓練でしたが、事前に子ど
もたちに告げず、非常ベルが鳴ってから学級担任から避難訓練であるこ
とを伝えました。実際の地震や洪水、火災はいつ、どこで、どのように
起こるか分かりません。そのため、今回のような訓練があることを子ど
もたちに説明しました。以下の注意事項も子どもたちに毎回確認してい
ます。ご家庭でも火災や自然災害時の避難について話題にしていただけ
たらと思います。

6月6日（火）待ちに待った「プール開き」！

６月９日（金）第３回避難訓練を行いました！

↑とても天気がよく暑いくら
いでした。お茶がなくなるー
【１日目東大寺大仏殿】

↑鹿せんべいにめがけて、多く
の人が鹿の集団に突進されて
いました。【１日目奈良公園】

↑朝一番に行きました。観光客が少な
い、と思いきや・・・【２日目銀閣寺】

5月末の梅雨入りから、雨が激しく降ったり、気温が上昇して夏日になったりするなど、気候の変化
が激しい季節ですが、お子さまの体調は大丈夫でしょうか。
さて、６年生の修学旅行に引き続き、4年生の山の学校が６月２７日（火）～２８日（水）に行われ

ます。また、2学期以降には５・６年生の海の学校や、他学年の校外学習も予定されています。
これらの体験活動をとおして、日常と異なる生活環境の中で、見聞を広め、自然や文化などに親し

むとともに、よりよい人間関係を築くなどの集団生活の在り方や公衆道徳などについての経験を積ん
でほしいと思っています。

←清水焼き絵付け体験、仕上がり
が楽しみです。【２日目京都タワー】

↑雨ニモマケズ、観光客の多さニモ
マケズ【２日目金閣寺】

↑アトラクション、オープンセット・・・
時間がない～【２日目東映太秦映画村】

↑ とてもきれいになりました。 ↑ 各学年から目標を発表しました。 ↑ みんなでプールと握手？

きれいなお花をいただきました。ありが
とうございます。

おさない、はしらない、しゃべらない、もどらない


